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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成24年7月5日(2012.7.5)

【公開番号】特開2010-272188(P2010-272188A)
【公開日】平成22年12月2日(2010.12.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-048
【出願番号】特願2009-125177(P2009-125177)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/005    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/24     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/135    (2012.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/005   　　　Ｂ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５３３Ｊ
   Ｇ１１Ｂ   7/135   　　　Ｚ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５３８Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月23日(2012.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超解像光ディスクからの戻り光ビームの中央部から検出される第１の信号と、
　前記戻り光ビームのうち、前記超解像光ディスクのトラック方向に対応する方向の周辺
部から検出される第２の信号を検出する光ヘッド装置と、
　前記第１の信号と前記第２の信号を合成又は分離して演算し再生信号を生成する信号処
理手段と
　を備えた光ディスク装置において、
　前記信号処理手段は、
　前記第１の信号の振幅を調整するゲイン調整手段と、
　前記第２の信号から前記ゲイン調整手段で振幅調整された第１の信号を減算して第３の
信号を生成する減算手段と、
　前記第３の信号と前記第１の信号との遅延を補正して第４の信号を生成する遅延手段と
有し、
　前記遅延手段から出力される前記第４の信号と前記第１の信号を合成して再生信号を生
成することを特徴とする光ディスク装置。
【請求項２】
　前記超解像光ディスクは、光の強度に対して非線形光吸収特性または非線形光透過特性
を有する超解像マスク層が付加されたものであることを特徴とする請求項１に記載の光デ
ィスク装置。
【請求項３】
　前記第１の信号の利得と位相を調整する第１の利得位相調整手段と、
　前記第２の信号の利得と位相を調整する第２の利得位相調整手段と
　をさらに備え、
　前記ゲイン調整手段は、前記第１の利得位相調整手段で利得及び位相が調整された前記
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第１の信号の振幅を調整し、
　前記減算手段は、前記第２の利得位相調整手段で利得及び位相が調整された前記第２の
信号から前記ゲイン調整手段で振幅調整された第１の信号を減算する
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の光ディスク装置。
【請求項４】
　前記再生信号を２値化して前記光ディスクに記録されたディジタル情報を読み出す２値
化手段をさらに備え、
　前記第１の利得位相調整手段及び前記第２の利得位相調整手段はＦＩＲ回路で構成され
、
　前記２値化手段はビタビ復号器であり、
　前記第１の利得位相調整手段及び前記第２の利得位相調整手段を構成するＦＩＲ回路の
タップ係数と、前記ゲイン調整手段のゲイン値及び前記遅延手段の遅延量を、前記ビタビ
復号器の出力に応じて適応的に変化させながら、前記再生信号の波形等化処理する適応等
化手段をさらに備えた
　ことを特徴とする請求項３に記載の光ディスク装置。
【請求項５】
　前記光ヘッド装置は、
　半導体レーザと、
　前記半導体レーザから放射される光ビームを集光して、前記光ディスクに集光スポット
を形成する対物レンズと、
　前記集光スポットが前記光ディスクで反射した戻り光ビームを受光する、複数に分割さ
れた受光面を有し、
　前記受光面で受光される前記戻り光ビームの光量を電気信号に変換して出力する受光素
子とを備え、
　前記受光素子の受光面は、前記戻り光ビームの中央部を受光して前記第１の信号を出力
する第１の受光エレメントと、前記戻り光ビームのうち、前記光ディスクのトラックに対
応する方向の周辺部を受光して前記第２の信号を出力する第２の受光エレメントを備え、
　前記第１の受光エレメントの、前記光ディスクのトラックに対応する方向の幅Ｗは、前
記光ビームの波長λ、前記超解像光ディスクの最長マーク長ＭＬ＿ｍａｘ、前記対物レン
ズの開口数ＮＡ、前記戻り光ビームの受光面上での半径ｒを用いて表される
　２×（λ／（２×ＮＡ×ＭＬ＿ｍａｘ）－１）×ｒ
以下の長さであることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載の光ディスク装置。
【請求項６】
　前記光ビームの波長をλ、前記対物レンズの開口数をＮＡとしたとき、前記超解像光デ
ィスクの最長マーク長ＭＬ＿ｍａｘがλ／（２ＮＡ）よりも小さく、且つλ／（４ＮＡ）
よりも大きいことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の光ディスク装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　この発明に係る光ディスク装置は、
　超解像光ディスクからの戻り光ビームの中央部から検出される第１の信号と、
　前記戻り光ビームのうち、前記超解像光ディスクのトラック方向に対応する方向の周辺
部から検出される第２の信号を検出する光ヘッド装置と、
　前記第１の信号と前記第２の信号を合成又は分離して演算し再生信号を生成する信号処
理手段と
　を備えた光ディスク装置において、
　前記信号処理手段は、
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　前記第１の信号の振幅を調整するゲイン調整手段と、
　前記第２の信号から前記ゲイン調整手段で振幅調整された第１の信号を減算して第３の
信号を生成する減算手段と、
　前記第３の信号と前記第１の信号との遅延を補正して第４の信号を生成する遅延手段と
有し、
　前記遅延手段から出力される前記第４の信号と前記第１の信号を合成して再生信号を生
成することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　スレッドモータ制御回路６２およびスピンドルモータ制御回路６３は、サーボエラー信
号やＭＰＵ８１からの動作命令を元に、スピンドルモータ５１およびスレッドモータ５３
の制御を行なう。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　また、光ディスクの再生信号の検出光学系以外に、光ディスク５の情報記録層に対する
対物レンズ４の焦点誤差量やトラッキング誤差量を検出するためのセンサー光学系を備え
ていてもよい。


	header
	written-amendment

